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日本テクノ株式会社

設 立
資 本 金
従 業 員
本 社
事業分野

募集職種

募集人数
住 所

T e l
M a i l
H P

1976年
8,600万円
36人
東京都中央区
水資源開発、造水、都市水道、地方給水、
環境、再生可能エネルギー、廃棄物、
下水道、衛生、社会開発、プロジェクト評価
テクニカルスタッフ（エンジニアリング系
専門職）
若干名
〒104-0054 東京都中央区勝どき3-12-1　
フォアフロントタワー7階
03-6703-0510
jat-tyo@jat.co.jp
http://www.jat.co.jp
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日
本
テ
ク
ノ
は
１
９
７
６
年
の

設
立
以
来
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
て
開
発
途
上
国
の

地
方
給
水
、
衛
生
改
善
に
ソ
フ
ト

と
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

同
社
が
関
わ
っ
た
給
水
事
業
の

対
象
国
は
50
カ
国
以
上
に
わ
た
る
。

特
に
セ
ネ
ガ
ル
や
ガ
ン
ビ
ア
、
ザ

ン
ビ
ア
、
イ
エ
メ
ン
、
パ
キ
ス
タ

ン
な
ど
で
は
、
日
本
に
よ
る
給
水

分
野
の
支
援
開
始
時
か
ら
一
貫
し

て
事
業
に
参
画
し
て
お
り
、
高
い

プ
レ
ゼ
ン
ス
と
信
頼
を
得
て
い
る
。

　

同
社
は
２
０
１
５
年
に
、
国
内

上
下
水
道
分
野
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
実
績
を
持
つ
日
本
水
工
設
計
株

式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
な
っ

た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
都
市
の
上

下
水
道
分
野
の
事
業
に
も
、
よ
り

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
策
と
し
て
手
洗
い
に
焦

点
が
当
た
っ
て
い
る
な
か
で
、
水
、

衛
生
、
環
境
分
野
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
同
社
の
活
躍
の
場
は
い
っ
そ

う
広
が
っ
て
い
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
安
全
な
水
の
確
保
、

手
洗
い
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る

な
か
で
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
掲
げ
る
よ
う
に

『
誰
一
人
取
り
残
し
て
は
い
け
な

い
』
と
い
う
思
い
で
、＂地
に
足
の

着
い
た＂
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
ニ
ー
ズ
（
Ｂ
Ｈ
Ｎ
）
の
充

足
に
再
び
目
を
向
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
一
方
、
公
的
資
金
だ
け

で
な
く
、
民
間
投
資
を
含
む
多
様

な
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
開
発
事
業
に

対
し
て
、
高
い
専
門
性
と
新
し
い

発
想
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
」
と

同
社
幹
部
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
。

　

ま
た
採
用
に
つ
い
て
は
、「
専
門

性
を
伸
ば
し
て
い
け
る
素
地
を
持

っ
た
人
を
求
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
現
在
は
残
念
な
が
ら
中
途
採

用
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
将

来
的
に
は
若
い
人
も
採
用
し
た
い
」

と
述
べ
る
。
通
年
採
用
を
行
っ
て

い
る
同
社
で
は
、
随
時
応
募
を
受

け
付
け
て
い
る
。

開
発
途
上
国
の

水
問
題
に
挑
む

水
を
対
象
に

多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

「興味と意欲で
チャレンジ」もあり

現地から教わることが
多かった

技術本部技術第一部
金野 俊太郎さん

早稲田大学 
創造理工学部 
環境資源工学科 卒業 

早稲田大学大学院 
創造理工学研究科 
地球・環境資源理工学
専攻 修了

日本テクノ入社

　高校時代に地球温暖化に関心を抱き、大学では環
境資源工学を学びました。そのうち世界の不均衡に
気付き、なんとかしたいと思うようになり、自分が
一番やりがいを感じて生きていける仕事は何かを考
え始めました。その情報収集の過程で開発コンサル
タントの仕事を知りました。会社選びでは、環境に
関する分野に携わりたかったのと、大学から始めた
ジャズのルーツでもあるアフリカに興味もあり、ア
フリカの仕事を手掛けている当社に入社しました。
　留学経験もなく、途上国は、入社後サポート業務
で行ったセネガルとガンビアが初めて。しかも現在
の業務は土木関係の積算が中心で、自身の専門とは
異なり苦労はありますが、やりがいを感じています。
私は興味と意欲だけで入社しました。ですので、専
門性や経験がもしなくても、思想や意欲を大切にし
て業界に入ってみるのもOKだと思います。

　これまではOJT的に他の社員のサポートに付くことが多かったのです
が、2019年から本格的にモザンビークの地方給水の調査プロジェクト
に積算団員として参加しています。ハンドポンプの井戸と給水施設を建設
するための調査なのですが、自分に土木の知識がないため、一から勉強し
つつ先輩社員にも教えてもらい、調査を終えることができました。大変で
はありましたが、どうやって工事が行われ、一つの施設が出来上がるのか、
積算の作業を通じて全体像が見えてくるので、その過程が楽しかったです。
　モザンビークはポルトガル語圏なので英語とポルトガル語の通訳が入る
のですが、その通訳や現地の業者も非常にプロ意識が高く、調査中に教わ
ることがずいぶんありま
した。
　今後、語学と技術を磨
き、カウンターパートや
現地の関係者と信頼関係
を築いて、「自分が現地
の人と共につくった」と
言える案件を手掛けたい
です。

初の海外出張でセネガルの地方給水
案件における瑕

か

疵
し

検査業務の様子

車両給水所が完成し、給水を喜ぶ
セネガルの村人


